
� はじめに

香川県では昭和５２年度より腸炎ビブリオ対策事業を実

施し，食中毒の防止に努めているが，例年検出され始め

る時期に多少のずれはあるものの，ほぼ同様の検出状況

で推移してきた。しかし，２００１年は例年と違って，夏季

になっても V.parahaemolyticus が増加せず，過去検出が

少なかった V.vulnificus が多く分離された。また，この

年は熊本県内で V.vulnificus 感染症患者（感染者８名，

内死亡者３名）が相次いで発生したこともあり，患者発

生と当所での分離結果に関連があるのではと考えた。V.

vulnificus 感染症は肝硬変や慢性疾患を基礎疾患として

持つ宿主に，原発性敗血症や創傷感染症を起こすが，急

激な経過をとり死に至ることが多い。環境水や魚介類が

ヒトへの感染源といわれているが，今回瀬戸内海産の魚

介類の保菌状況を V.parahaemolyticus の保菌状況とあわ

せて調査した。また，瀬戸内海海域の海水についても調

査を実施した。

� 材料及び方法

魚市場よりの魚介類（主として上層周遊魚としてコノ

シロ，底層根付魚としてカレイ）について，２００２年５月

から１２月の期間に７２検体，２００３年は６月から１０月に４０検

体調査を実施した。

海水については，香川県公共用水域水質測定計画の地

点の燧灘東部（１地点），備讃瀬戸（４地点），東讃海域

（１地点）について２００３年５月から１０月にかけて計３６検

体調査した。

検査方法は V.parahaemolyticus については食品衛生検

査指針に基づき食塩ポリミキシンブイヨンで培養後，

TCBS寒天培地に塗抹し，MPN１００g３本法で実施した。

V.vulnificus については食塩ポリミキシンブイヨンで培

養後 PCR法により V.vulnificus に特異的な cytotoxin―

haemolysin遺伝子１）の保有の有無でMPN値を測定した。

一部クロモアガービブリオ寒天，mCPC培地，VVM培

地等を用いてのMPN値測定及び菌分離も実施した。海

水については海水５００�をフィルターろ過し，そのフィ

ルターを５０�の食塩ポリミキシンブイヨンで抽出し，

瀬戸内海産魚介類における V.parahaemolyticus と V.vulnificus の
季節変動について

Seasonnal Variation in the Occurrence of Vibrio parahaemolyticus and
Vibrio vulnificus from Fish and Shellfish in the Seto Inland Sea
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Chizuko SUNAHARA Chizuko TADA Megumi TADA Shigeki YAMANISHI

要 旨

V.vulnificus 感染症は原発性敗血症や創傷感染を起こし，肝硬変等の慢性疾患を有する場合は重篤な症状を引き起

こす。環境水や魚介類が感染源といわれているが，瀬戸内海海域の魚介類および海水について V.parahaemolyticus と

合わせて保菌状況を調査した。魚介類については，V.parahaemolyticus は２００２年６３．９％，２００３年１００％，V.vulnificus は

同じく２２．２％，２２．５％検出された。V.parahaemolyticus は水温が下がり始めてもかなり長く検出されるが，V.vulnificus

は菌の立ち上がりが遅く，水温が２２℃前後で検出され始め，水温が低下するとともに急激に減少し，検出されなくな

った。海水からの検出は，V.parahaemolyticus は０．３～２４０/１００�で平成４年に調査した結果より低い値となった。V.vul-

nificus は６月から検出され，最高で７月に２９/１００�検出したが１０月には分離されなくなった。

キーワード：V.parahaemolyticus V.vulnificus 魚介類
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MPN１００g３本法で魚介類と同様に実施した。腸炎ビブ

リオ対策事業で調査した２０００年（９０検体），２００１年（７２

検体）の計１６２検体についても V.parahaemolyticus につ

いて同様に実施した。

MPN ＜３０ ＜１０２ ＜１０３ ＜１０４ ＜１０５ ＜１０６ ＜１０７ ≧１０７ 計

５月 ４（１００） ４

６月 ４（５０） ２（２５） ２（２５） ８

７月 １（２５） １（２５） ２（５０） ４

８月 １（２５） １（２５） ２（５０） ４

９月 １（２５） １（２５） ２（５０） ４

１０月 １（２５） １（２５） １（２５） １（２５） ４

１１月 １（２５） ３（７５） ４

１２月 ３（７５） １（２５） ４

１２（３３．３）７（１９．４）３（８．３）４（１１．１）４（１１．１） ４（１１．１）２（５．６）３６

MPN ＜３０ ＜１０２ ＜１０３ ＜１０４ ＜１０５ ＜１０６ ＜１０７ ≧１０７ 計

５月 ３（７５） １（２５） ４

６月 ５（６２．５）１（１２．５）２（２５） ８

７月 １（２５） １（２５） ２（５０） ４

８月 １（２５） ２（５０） １（２５） ４

９月 １（２５） １（２５） ２（５０） ４

１０月 １（２５） １（２５） １（２５） １（２５） ４

１１月 ２（５０） １（２５） １（２５） ４

１２月 ３（７５） １（２５） ４

１４（３８．９）４（１１．１）５（１３．９）４（１１．１）４（１１．１）２（５．６）１（２．８）２（５．６）３６

MPN ＜３０ ＜１０２ ＜１０３ ＜１０４ ＜１０５ ＜１０６ ＜１０７ ≧１０７ 計

６月 １（２５） １（２５） ２（５０） ４

７月 １（２５） １（２５） ２（５０） ４

８月 ２（５０） １（２５） １（２５） ４

９月 ４（１００） ４

１０月 ２（５０） １（２５） １（２５） ４

１（５） １（５） ４（２０） ３（１５） ７（３５） ４（２０）２０

MPN ＜３０ ＜１０２ ＜１０３ ＜１０４ ＜１０５ ＜１０６ ＜１０７ ≧１０７ 計

６月 ３（７５） １（２５） ４

７月 １（２５） １（２５） ２（５０） ４

８月 １（２５） ３（７５） ４

９月 １（２５） １（２５） ２（５０） ４

１０月 １（２５） １（２５） ２（５０） ４

４（２０） １（５） ２（１０） ３（１５） ２（１０） ５（２５） ３（１５）２０

MPN ＜３０ ＜１０２ ＜１０３ ＜１０４ ＜１０５ ＜１０６ ＜１０７ ≧１０７ 計

５月 ４（１００） ４

６月 ８（１００） ８

７月 ３（７５） １（２５） ４

８月 ３（７５） １（２５） ４

９月 １（２５） ２（５０） １（２５） ４

１０月 ２（５０） １（２５） １（２５） ４

１１月 ４（１００） ４

１２月 ４（１００） ４

２８（７７．８）２（５．６）２（５．６）１（２．８）２（５．６） １（２．８） ３６

MPN ＜３０ ＜１０２ ＜１０３ ＜１０４ ＜１０５ ＜１０６ ＜１０７ ≧１０７ 計

５月 ４（１００） ４

６月 ８（１００） ８

７月 ３（７５） １（２５） ４

８月 ３（７５） １（２５） ４

９月 １（２５） ２（５０） １（２５） ４

１０月 １（２５） １（２５） ２（５０） ４

１１月 ４（１００） ４

１２月 ４（１００） ４

２８（７７．８）３（８．３）１（２．８） １（２．８）３（８．３） ３６

MPN ＜３０ ＜１０２ ＜１０３ ＜１０４ ＜１０５ ＜１０６ ＜１０７ ≧１０７ 計

６月 ４（１００） ４

７月 １（２５） １（２５） ２（５０） ４

８月 ３（７５） １（２５） ４

９月 ４（１００） ４

１０月 ４（１００） ４

１５（７５） １（５） １（５） １（５） ２（１０） ２０

MPN ＜３０ ＜１０２ ＜１０３ ＜１０４ ＜１０５ ＜１０６ ＜１０７ ≧１０７ 計

６月 ４（１００） ４

７月 １（２５） １（２５） ２（５０） ４

８月 ３（７５） １（２５） ４

９月 ４（１００） ４

１０月 ４（１００） ４

１６（８０） ２（１０） ２（１０） ２０

表１－１ 魚介類 V.parahaemolyticus 検出状況（２００２）
皮

表２－１ 魚介類 V.vulnificus 検出状況（２００２）
皮

（ ） 検出％ （ ） 検出％

内臓 内臓

（ ） 検出％ （ ） 検出％

表１－２ 魚介類 V.parahaemolyticus 検出状況（２００３）
皮

表２－２ 魚介類 V.vulnificus 検出状況（２００３）
皮

（ ） 検出％ （ ） 検出％

内臓 内臓

（ ） 検出％ （ ） 検出％
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� 結果及び考察

１ 魚介類検出状況

魚介類については，V.vulnificus は２００２年７２検体

中１６検体（２２．２％），２００３年４０検体中９検体（２２．５％）

から，V.parahaemolyticusは２００２年４６検体（６３．９％），

２００３年４０検体（１００％）検出された。海水は３６検体

中 V.vulnificus が９検体（２５％），V.parahaemolyticus

が２４検体（６６．７％）検出された。季節的変動は表

１，２，３のとおりである。図１に魚介類の年別ビ

ブリオの季節変動，図２に年別海水温の変化を示す。

１）V.parahaemolyticus

V.parahaemolyticus は２０００年は表皮，内臓共に

５月から菌量は少ないものの検出され，７月には

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

高松 ＜０．３ ０．９２ １．５ ４６ ２ ２

B８ ＜０．３ ０．３ ２．９ １．５ ２．１ ２．１

B９ ＜０．３ ＜０．３ ７．４ １．５ １．６ ０．９４

坂出 ＜０．３ ０．３ ０．９２ ０．６２ １．５ １．４

燧灘４ ＜０．３ ＜０．３ ０．６２ ＜０．３ ２４０ ＜０．３

T７ ＜０．３ ＜０．３ ＜０．３ ２．４ １．４ ０．９４

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

高松 ＜０．３ ＜０．３ ＜０．３ ０．３ ＜０．３ ＜０．３

B８ ＜０．３ ＜０．３ ０．３ ０．７２ ＜０．３ ＜０．３

B９ ＜０．３ ＜０．３ ＜０．３ ＜０．３ ０．３ ＜０．３

坂出 ＜０．３ ０．３６ ２．６ １．１ １．１ ＜０．３

燧灘４ ＜０．３ ＜０．３ ２９ ＜０．３ ＜０．３ ＜０．３

T７ ＜０．３ ＜０．３ ＜０．３ ＜０．３ ＜０．３ ＜０．３

表３ 海水の検出状況 ２００３年
V.parahaemolyticus MPN V.vulnificus MPN

図１ 魚介類の年別ビブリオの季節変動
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１０５台になり，８月から１１月まで１０６～１０７台で推移

した。１２月に入っても表皮で８０％，内臓では１００％

の陽性率だった。２００１年は６月に内臓から検出さ

れたが，７月に入っても陽性率は表皮７５％，内臓

５０％と増加したものの菌量は１０台で，表皮は８月

（１０３台），内臓は９月（１０２台）が最も菌量が多か

ったが，例年の１０６～１０７台と比べると極端に少な

かった。水温は図２に示すように例年と特に際立

った違いはみられなかった。内臓からは１２月に入

っても分離されたが，表皮・内臓共に年間を通し

て低い菌量で推移した。

ピーク時には表皮から分離される菌量が内臓よ

り多かったが，内臓が６月から１２月まで分離され

たのに比べ，表皮は７月から１０月と菌量が少なか

っただけでなく，例年より短期間の検出となった。

２００２年は内臓で５月から検出され，水温の上昇と

共に増加し，表皮・内臓共に９月に検出菌量が最

も多く，７，８，９，１０月は７月の内臓を除き

１００％の陽性となった。水温の低下と共に１１月は

検出率も下がり，菌量も激減した。この年は表皮

からの検出菌量が内臓からより多かった。２００３年

は調査期間が６月から１０月と短いので比較しにく

いが，表皮からの検出は７月が最も多く，８，９

月と暫時減少したが１０月は増加が見られた。内臓

は８月が最も多く，９，１０月と減少した。

図１に見るように，２００１年の検出状況は例年と

大きく異なった結果となった。

魚種別に見ると内臓では２００１年を除き底層根付

魚と上層周遊魚に差はあまりみられなかった。表

皮はややばらつきが見られ，２００２年は底層根付魚

の菌量の増加が上層周遊魚より早くみられ，１０月

は底層根付魚の検体がなかったので不明だが，１１

月には分離されなくなった。上層周遊魚は立ち上

がりは遅かったが，１２月に入っても分離が見られ

た。２００１年は表皮のほうが底層根付魚と上層周遊

魚のばらつきが少なく，内臓では上層周遊魚は

７，８月の夏季に分離されなかった。

２）V.vulnificus

２００１年はまだ V.vulnificus について調査を始め

ていなかったが，参考までに８月の検体について，

食塩ポリミキシンブイヨンで培養後，TCBS寒

天培地に塗抹し，白糖非分解集落を２％食塩加

TSI，LIMでの性状，オキシターゼ試験，ONPG

試験，食塩発育試験を実施し，MPN１００g３本法

で実施した結果，表皮で９，５００～２４０，０００/１００g（平

均１１９，８７５），内臓で１６，０００～２９０，０００/１００g（平均

図２ 海水温
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１００，２５０）と V.parahaemolyticus と比べて高い分

離結果となった。

２００２年は PCR法によるMPNを実施し，５，６

月には検出されず，７月に入って２５％の陽性率に

なった。V.parahaemolyticus と同様９月に菌量の

ピークが見られ，表皮では１００％の陽性率になり，

菌量も１０６台となった。内臓も１０５台と最も多く検

出され，次いで１０月が菌量が多かった。内臓は

７，８，１０月と表皮よりも多く分離された。１１月

には表皮，内臓とも検出されなくなった。菌の立

ち上がりが V.parahaemolyticus より遅く，検出さ

れなくなるのは早かった。２００３年も７月に入って

検出され，表皮では１００％，内臓で７５％の検出と

なった。ピークは７月で表皮・内臓共に１０４台だ

った。８月は２５％の検出率で，菌量も減少し，１０

台となり９月になると検出されなくなった。

魚種別では V.vulnificus は V.parahaemolyticus よ

り差が見られた。２００２年は表皮では立ち上がりは

底層根付魚が早かったが，菌量は上層周遊魚が多

かった。内臓では顕著な差が見られた。立ち上が

りは表皮と同じく底層根付魚が早かったが，ピー

クが無いままに終焉を迎え，上層周遊魚は８～１０

月は１０４～１０５台に上昇し，その後急激に減少し，１１

月は分離されなかった。V.parahaemolyticus では

このような顕著な差は見られなかった。２００３年は

底層根付魚は表皮・内臓共に７月のみの分離で，

菌量も表皮では上層周遊魚とほぼ同じだったが，

内臓では上層周遊魚と比べるとかなり低い菌量だ

った。

２ 海水検出状況

表３に見るように，V.parahaemolyticus について

は６月に３地点で検出され，１０月に入っても分離さ

れた。最確数は＜０．３～２４０/１００�で６３年から平成４

年に調査した結果（５月から１１月平均で６７０/１００�，

最高は１０５オーダー）より低い値となった。V.vulnifi-

cus も６月から検出され６検体中１検体分離された。

最確数は０．３６/１００�であった。７月３/６（最確数

は＜０．３～２９/１００�），８月３/６（最確数は＜０．３～

１．１/１００�），９月２/６（最確数は＜０．３～１．１/１００

�）の分離で１０月には分離されなくなった。地点で

は備讃瀬戸海域の B８，坂出港２での検出率が高か

った。V.vulnificus の検出と塩分濃度は関連が高い

といわれているが２），６地点の塩分濃度を表４に示

す。１６．５～１８．４‰で各地点での塩分濃度には大差が

無く，また分離された両菌の菌数も少なかったので，

今回の調査では関連は見られなかった。福島は両菌

種とも塩分濃度８～１０‰の河口付近の汽水域で旺盛

に繁殖したと報告している。２）採水地点が河口から

やや離れた地点だったためか，海水からの分離は他

での報告より低い値となった。

宮坂らの報告では２００２年６月から１年間調査した

結果，２地点を除き，６月から１０月までほぼ毎月検

出され，河川の影響を受けやすい河口周辺では１００

から１０３検出し，河川の影響を受けにくい地点では

年間を通じて検出されなかったとある。３）大畑らは，

海水における１３年６月から１４年２月までの調査で６

地点の内２地点から検出し，平均検出菌量は各々

８，３００/１００�，２５０/１００�と報告している。４）

また，塩分濃度はあまり影響がなく，水温が大き

く関係しているとの報告もあり，水温が２０℃を上回

って数週間経ったころは V.vulnificus 感染症患者発

生に注意を払う必要があると報告されている。５）

３ その他の検討

V.parahaemolyticus の分離培地は TCBS培地，ク

ロモアガービブリオ培地がよく用いられており，市

販されている。これらは V.vulnificus の選択培地と

しても使用できるが，集落の色調では TCBS培地

では V.parahaemolyticus と区別ができずまたクロモ

アガービブリオ培地でも青色集落を作り，紫の集落

の V.parahaemolyticus と違いはみられるが特定はで

きない。コリスチンとポリミキシン Bを添加し選

択性を高めセロビオースの分解性を利用した

mCPC培地，CPC培地，VVM培地，ポリミキシ

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

高松 １８．０ １８．０ １７．５ １７．０ １７．０ １７．２

B８ １８．２ １８．０ １７．５ １７．０ １７．１ １７．３

B９ １８．１ １８．０ １７．７ １７．２ １７．１ １７．４

坂出 １７．９ １８．１ １７．２ １７．０ １６．５ １７．４

燧灘４ １８．４ １７．８ １７．３ １７．６ １８．０ １７．９

T７ １８．４ １８．０ １７．５ １７．２ １７．４ １７．６

表４ 海水塩分濃度 ‰
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ン Bを添加していない CC培地等が V.vulnificus の

選択培地として用いられている。今回 TCBS培地，

クロモアガービブリオ培地，mCPC培地，CPC培

地，VVM培地を使用して検討した。mCPC培地，

CPC培地，VVM培地は選択性は強く優位に V.vul-

nificus が分離され，多くのビブリオ属は抑制されて

発育しないとあるが，セロビオースを分解する他の

菌種（同定はしていない）もかなり発育した。これ

らの菌の多くは TCBSでの発育は見られなかった。

今回，TCBS培地は集落数を数多く拾わないと V.

vulnificus が分離できないものの，集落も大きく結

果として一番検出率が高かった。mCPC培地，CPC

培地，VVM培地では検出率が悪く，選択培地につ

いては今後の検討が必要である。V.vulnificus に特

異的な cytotoxin―haemolysin遺伝子の保有の有無に

よるMPN値と通常の方法でのMPN値は，検討し

た検体については PCR法が１オーダ程度高い結果

となった。

� まとめ

昭和５５年から継続して調査しているが，２００１年の結果

は例年にない結果となった。

今回調査した結果では，魚介類，海水共に検出される

菌量は V.parahaemolyticus が多く，検出される期間も長

い。V.vulnificus は水温が２２℃前後で検出され始め，上

昇した水温が２５℃を切りはじめると急激に減少し，検出

されなくなる結果となった。

夏季には魚介類の７５％以上から V.vulnificus が検出さ

れたことから，肝硬変等の基礎疾患を有する患者，免疫

抑制剤の使用患者等素因がある人は創傷感染や，魚介類

の生食には注意を払う必要があると考えられた。

水温の他にも環境中の菌の競合等複雑な要因が関与し

ており，V.parahaemolyticus より V.vulnificus はそれらの

影響に左右されやすい結果となった。
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